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BIMデータを活用した、
ファシリティマネジメント
システムの素早い立ち上げ。
位置情報と
維持・管理情報を融合した
運用環境を提供します。

Facili ty
Management

維持管理

ファシリティ
マネジメント
導入のご提案

スペーススキャニングシステム

3Dレーザースキャニングによる
既存建物・設備の3Dモデル化

スペースマネジメント

機器の配置やメンテナンスなど
空間の調整・管理

環境シミュレーション

気流や温度分布などの
シミュレーション

維持管理（ファシリティマネジメント）

B IMを活用した建物・設備の
合理的な運用

＞ LCC（ライフサイクルコスト）の削減を目指します。

＞ コストの抑制・適正化につながり、経営効率向上に貢献します。

＞ 環境や設備機能を改善し、施設の生産性を高めます。

Building Information Modeling solutions

さわやかな世界をつくる
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さわやかな世界をつくる

経営資源として施設を有効活用

＞ 施設を有効活用するため、ライフサイクルを見通した施設管理を体系化し、

　継続的かつ効率的に監視・運用する仕組みを作ります。

＞ 標準化により、将来に渡り普遍的な施設管理が可能となります。

施設管理業務の標準化

＞ 働く人達の要求を満たす機能の維持を目指します。

＞ 環境改善により働く人達の満足度が向上し、生産性が高まります。

働く人達の満足度と生産性を向上

ファシリティマネジメントの目的

ファシリティマネジメントのサイクル

３次元の建物・設備モデルに、部材の仕様やコスト、管理情報など様々な
属性データを付与した「建物・設備データベース」を、
ライフサイクルのあらゆる段階で活用する建設の新しいワークフローです。

B I M（Building Information Modeling）とは

S - CADで作成した3D - CADモデルは、さまざまな場面で活用できます。
例えば建築プロジェクトの見える化をコーディネートするスペースマネジメント、
気流解析、温湿度解析などの環境シミュレーション、
さらには維持・管理のためのFM機能への展開も実現します。

S h i n r y o  B IM  s o l u t i o n s 充実のラインナップ

新菱冷熱は、30年前から３Ｄ-ＣＡＤの研究に取り組み、
独自に開発した３Ｄ-ＣＡＤ「Ｓ-ＣＡＤ」を活用。
建設プロセスの「見える化」はもちろん、建物のライフサイクルにわたる
お客さまのさまざまなニーズにお応えします。

３Ｄレーザースキャニングにより既存の建物・設備を正確に３Ｄモデル化します。

現状が見える

３Ｄ-ＣＡＤによる設計で完成形を見える化。環境シミュレーションとも連携し、
高精度な計画立案が可能です。

完成形が見える

３Ｄ-ＣＡＤによる施工計画や工事進捗の見える化により
スピーディかつ正確な意思決定が可能です。

工事が見える

ＢＩＭを日常の維持・保全から中長期的な修繕・更新計画の立案に活用することにより、
建物の運用コストを削減します。

未来が見える

PLAN 企画・計画

■目標を設定して、それを実現するための
　施設管理を計画
■目標値と実績値から達成状況を確認し、
　目標達成に向けての取り組みを強化

DO 実施

■施設運営、維持管理に必要なデータを
　蓄積し一元管理
■施設管理の設定値、人員配置の変更
■設備の運用方法を変更

ACTION 改善

■施設管理の継続的改善・向上に
　必要な措置を実施
■問題点解決への改善計画策定
■より効率的な設備やエネルギーなどの
　使い方の計画策定

CHECK 分析評価

■施設運営のあり方を数値的に
　解析することで、施設の問題点を抽出
■設備やエネルギーなどの使い方を評価



BIMデータの活用でFMSの運用をフロントローディング

今までは、FMS運用の立上げ時に膨大な量の施設データを一つ一つ手間を掛けて入力するため、運用開始までに相当の時間と
労力を要していました。

しかし、設計・施工段階で構築するBIMデータに、FMS運用時に必要なデータを付加しておくことでFMSにデータを移行する
ことが可能となり、竣工後すぐにFMSを運用いただけます。

さらに、FMS運用時の各施設のデータは、新菱冷熱の3次元CAD「S-CAD」とデータを共有していますので、位置の情報と
維持・管理の情報が融合され、FMSの運用だけでなく施設管理者の教育や更新工事でも有効活用いただけます。

B IMデータをFMS※とシームレスに共有。FMSの早期の立ち上げ、位置情報と維持管理情報の融合に寄与します。
※FMS（Facility Management System）：業務用不動産（土地、建物、構築物、設備等）すべてを経営にとって最適な状態（コスト最小、効果最大）で保有し、運営し、維持するための総合的な管理システム

データ入力

膨大な量の施設データを
手間を掛けて入力

モデル上で施設管理の詳細データを参照FMSで施設を選択すると、選択された施設のモデルをクローズアップして表示

データの共有データの共有

BIMデータ
（スケルトンモデル）

FMS
（機器管理台帳）

データの移行

BIMが持つ属性データ（BIMデータ）を、
FMSと共通のフォーマットで
出力することで、FMSの各項目に
関連付けてインポートしていただけます。


